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コロナとともに生きる私の日常

新たな大学生活
　新型コロナウイルスの感染が世
界に拡大し，1年が経とうとして
います。
　毎日，ニュースで感染者数が報
道される度に怖い気持ちになりま
す。電車に乗り，つり革に触れる
だけでもウイルスが気になった
り，図書室で本を手に取るときに
一瞬，躊躇したりと不安はつきま
せん。
　特に学業面においては大きな変
化がありました。登校するのが普
通のことでしたが，ウェブ上で講
義を受けるスタイルが当たり前の
時代になったことです。このよう
に，ネットワークを介してコミュ
ニケーションをとることは便利で
すが，直接会ってお互いの顔を見
ながら話をする機会がすっかり
減ってしまいました。祖父母の見
舞にもなかなか行けないことが残
念です。
　昨年，入学当初の 4月からは大
学で，新しい友人，先生方，先輩
方と人との輪を広げていきたいと
期待を膨らませていましたが，そ
のようなスタートではありません
でした。講義がどのように進めら
れていくのかわかるまでの待機期
間は，実際の日数より長かったよ
うに思います。その間は，行き場
のないもどかしさに苛立ち，母に

あたってしまうこともありまし
た。さらに屋外での活動が制限
されていたことも，ストレスの
発散の仕方がわからず冷静さを
欠く原因になったと思います。

　「なぜコロナの流行が今なの ?

どこからからやってきて，いつ
の間に人々の生活がこんなに左
右されるようになってしまった
の ?これからどうなってしまう
の ?」という思いが常に心にあり
ました。

新しい講義のあり方
　4月以降，大学の講義はウェブ
上のみで行われていましたが，夏
に差し掛かる頃にようやく初め
ての登校日が決まりました。やっ
とこの時が来た，と安心しまし
た。でも，思い描いていたもの
とは違う始まりに対する違和感
や新しい生活への期待，今後の
コロナ感染はどうなっていくの
かという不安が入り混じった，
複雑な気持ちで登校初日を迎え
ました。
　現在は，登校する日と在宅で
のウェブ講義が並行して行われ
ています。実習の時は，全員登
校することになっています。顕
微鏡を用いて実際に手を動かす
実習は楽しく，今後も実習登校

日が減らないで欲しいと思ってい
ます。
　一方，在宅でのウェブ講義です
が，画期的なシステムがあるおか
げで，課題提出や質問が円滑に行
われており，対面授業とほぼ質は
変わりません。講義の動画がいつ
でも見られることは，復習の時に
役立ちます。ウェブ上でも便利な
アプリケーションのおかげで共同
課題を不自由なく行うことが可能
になっています。

心にゆとりを
　今は，新たな学生生活の様式
にも慣れてきましたが，残念な
こともあります。それは，未だ
に部活動や課外活動に参加でき
ないことです。例えば，運動系
の部活に入って合宿に行き，た
くさん体を動かしたいと思って
も現実的ではありません。友人
と学校帰りに一緒に勉強をする
ことも，休日に息抜きをしに映
画館に行くことも，アルバイト
をすることも難しい状況は変わ
りません。
　しかしその反面，自宅で過ごす
時間が増えた分，生活のリズムが
正しくなったという良い面もあり
ました。料理を楽しんだり，食生
活に気を配る余裕も生まれまし
た。ゆっくり湯船に浸かったり，
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YouTube動画を見ていつでも運動
できます。時間の余裕が生まれた
おかげで，自分の身体を労わる方
法を見つけられるようにもなりま
した。
　また，初めは少し窮屈に感じ
ていたマスクをつけての生活も
今では素材や柄を楽しむ余裕が
あります。大学の食堂や外出先
でも座席に仕切りが立てられ，
感染予防対策がなされています。
これまでの日常とは大きく変
わった風景ですが，不思議なも
ので慣れてくると不便さを感じ
ることもなく，世の中がより清
潔になっていると実感します。
　このようにコロナ禍の生活に
慣れたとしても，感染拡大は止
まっていないことへの危機感は
持ち合わせていなければなりま
せん。
　世界に目を向けてみると，コ
ロナ政策によって人々が暴動を
起こす国もあります。日本では
あまりそのようなことは起きま
せん。国民性の違いとも言われ
ますが，周りを気遣うあまり，
心の声を胸に閉じ込めて過ごし

ている人が多いからかもしれま
せん。

ヴィクトル・マルティン
　私たちの世代はコロナウイルス
という，未曾有の感染症のおかげ
でこれまでと全く違う日常を過ご
すことになりましたが，ここで
ヴィクトル・マルティンのことに
ついて記したいと思います。私は
現在の日常に追われて行き詰まり
そうになった時，ふと，約 2年前
に報道されたあるニュースのこと
を思い出します。
　それはペルー北部モチェにて，
ある夜，街灯の下で男の子がノー
トを広げて勉強している様子が防
犯カメラに記録されており，地元
の警察官が発見したという内容で
した。その映像が今も私の脳裏に
焼き付いています。
　その男の子の自宅には電気が
なく，蝋燭の灯りだけではおか
しくなってしまいそうなため，
外の方がまだマシという理由で，
街灯の下で宿題をしていたとの
ことでした。
　その後，彼の家には電気が通る

よう設備されたそうですが，今も
その映像を思い出すと，ヴィクト
ルくんの本当に勉強がしたい，と
いうその素直な気持ちに目頭が熱
くなります。
　そしてその光景は，私が 15歳
の時にバングラデシュのスラム
街を訪れた時に感じた気持ちを
同時に思い出させてくれました。
NGO団体のスタディ ツアーに参
加し途上国を訪れ，その現実を目
の当たりにした時，将来は人の役
に立てる生き方をしたいと心から
思いました。

未来を見つめて
　例えどんなに困難な状況下に置
かれても，時はすべての人間に平
等に与えられています。今日 1日
を精一杯頑張った。そう言えるよ
うに日々の講義とプライベートを
充実させて過ごしたいと思ってい
ます。今，自分の置かれている環
境へ感謝し，初心を忘れずに，歯
学部で着実に学んでいきたい。そ
して近い将来，社会に還元できる
よう，一生懸命に新しい日常の世
界を乗り越えていこうと思います。


